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Government                      （北海道立精神保健福祉センター内） 

************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。皆さんは最近、ゆっくり 

と歩いてみたことはありますか？ゆっくりと自分にとって適度なスピードで歩いていると 

き、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ごす中では見過ごしがちなものに気 

が付くことがあります。月に一度「Andante」が届くたびに、皆さんがふっと一息つき、 

少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇令和 2 年 4月末の自殺者数(暫定値)[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 2年 4月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 2年 4月の北海道の自殺者数は 73 人でした。また、全国の自殺者数は 1,457 人、そのう

ち男性は 1,032人、女性は 425人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和 2年 4月末と令和 2年 3 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 2年 4月 ＜北海道  73 人、全国 1,457人、全国(男性) 1,032人、全国(女性)  425人＞ 

令和 2年 3月 ＜北海道  78 人、全国 1,728人、全国(男性) 1,226人、全国(女性)  502人＞ 

前  月  比   ＜北海道  -5 人、全国  -271 人、全国(男性)  -194人、全国(女性)  -77 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 



令和 2年 4月の自殺者数は、前月比では、北海道・全国・全国（男性）・全国（女性）におい

て減少でした。都道府県別では、自殺者数が増加したのは 14、減少したのは 31、変化なしは 2

でした。 

 

2. 令和 2年 4月末と平成 31年 4月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 2年 4月  ＜北海道  73 人、全国 1,457人、全国(男性) 1,032人、全国(女性)  425 人＞ 

平成 31年 4 月 ＜北海道  91 人、全国 1,814人、全国(男性) 1,289人、全国(女性)  525 人＞ 

前 年 比    ＜北海道 -18 人、全国  -357人、全国(男性)  -257 人、全国(女性) -100 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、北海道・全国・全国男性・全国女性において減少でした。また、都道府県別

でみると、自殺者数が増加したのは 13、減少したのは 34、増減なしは 0でした。 

 

◇令和元年における年齢別自殺者数（確定値）[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、警察庁「令和元年中における自殺の概況」（確定値）および厚生労働省「地域におけ

る自殺の基礎資料」（発見日・発見地集計）より、全国及び北海道における年齢階級別自殺者

数をまとめます。表中（ ）内は前年比です。 

 

1.令和元年全国における年齢別自殺者数、および前年比（単位：人） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

総 数  ＜総数 20,169人（-3%） 男性 14,078人（-1%） 女性 6,091 人（-7%）＞ 

19 歳 以下 ＜総数 659人（+10%） 男性 443 人（+21%）  女性 216人（-7%）＞ 

20～29歳  ＜総数 2,117人（-2%） 男性 1,483 人（-4%）  女性 634 人（+3%）＞ 

30～39歳  ＜総数 2,526人（-3%） 男性 1,878 人（-3%）  女性 648 人（-3%）＞ 

40～49歳  ＜総数 3,426人（-2%）  男性 2,511 人（+0.5%） 女性 915人（-8%）＞ 

50～59歳  ＜総数 3,435人（-4%）  男性 2,497 人（-2%）  女性 938 人（-8%）＞ 

60～69歳  ＜総数 2,902人（-6%）  男性 2,045 人（-3%）  女性 857 人（-12%）＞ 

70～79歳  ＜総数 2,917人（-3%） 男性 1,882 人（-2%）  女性 1,035人（-5%）＞ 

80 歳以上  ＜総数 2,134人（-7%）  男性 1,294 人（-3%）  女性 840 人（-12%）＞ 

不 詳  ＜総数 53 人（+2%）  男性  45人（-6%）   女性 8人（+100%）＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

全国における令和元年中の自殺者数は 20,169 人でした。総数においては前年比 3％の減少です

が、「19歳以下」・「不詳」の年齢層において増加がみられました。性別ごとにみると、男性

は前年比 1％の減少、女性は 7％の減少となっています。男性は「19 歳以下」・「40～49 歳」

において、女性は「20～29歳」・「不詳」の年齢層において増加がみられました。 

 

 

 



2.令和元年北海道における男女別年齢階級別自殺者数、および前年比（単位：人） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

総 数  ＜総数 971人（-3%） 男性 678人（-1%）  女性 293 人（-7%）＞ 

19 歳 以下 ＜総数 27 人（+4%） 男性 17人（-15%）  女性 10 人（+67%）＞ 

20～29歳  ＜総数 102人（-6%） 男性 80人（-1%）  女性 22 人（-19%）＞ 

30～39歳  ＜総数 157人（+31%） 男性 118人（+33%）女性 39人（+26%）＞ 

40～49歳  ＜総数 155人（-2%）  男性 115人（+1%） 女性 40 人（-9%）＞ 

50～59歳  ＜総数 180人（-13%） 男性 132人（-10%） 女性 48人（-21%）＞ 

60～69歳  ＜総数 122人（-11%） 男性 82人（-9%）  女性 40 人（-15%）＞ 

70～79歳  ＜総数 132人（+6%） 男性 84人（+22%） 女性 48人（-13%）＞ 

80 歳以上  ＜総数 96 人（-17%）  男性 50人（-30%） 女性 46 人（+5%）＞ 

不 詳 ＜総数  0人（-100%） 男性 0 人（-100%）  女性 0人（－）＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

北海道における令和元年中の自殺者数は 971人でした。そのうち男性は 678人、女性は 293人

でした。総数においては前年比 3％の減少ですが、「19 歳以下」・「30～39歳」・「70～79 歳」

において増加がみられました。特に、30～39 歳においては男性・女性ともに増加しており、そ

の割合も大きいものとなっています。性別ごとにみても、男性・女性共に減少となっています。

男性は、「30～39歳」・「40～49歳」・「70～79 歳」において、女性は「19歳以下」・「30

～39歳」・「80 歳以上」の年齢層において増加がみられました。 

 

参考文献 

「令和元年中における自殺の状況」、2020、厚生労働省・援護局総務課自殺対策推進室 警察庁

生活安全局生活安全企画課 

「地域における自殺の基礎資料」、2020、厚生労働省自殺対策推進室 

 

【２】自殺について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇自殺に関する迷信（myth）と事実（fact）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、WHO が公表した資料『自殺対策を推進するためにメディア関係者に知ってもらいた

い基礎知識 2017年 最新版』（訳 自殺総合対策推進センター）の中にある付録 4「自殺に関

する迷信（myth）と事実（fact）」についてご紹介したいと思います。これは世間一般の中でし

ばしば耳にする自殺についての迷信や誤解、それについての事実をまとめたものです。Andante 

vol.57 でも取り扱っているためいくつかは重なる部分もありますが、改めて目を通して頂ける

と幸いです。 

 

〇 迷信：自殺について語ることは良くない考えであり、自殺を助長するものと捉えられてし

まう可能性がある。 

事実：世間に広く存在する自殺への偏見を考慮すると、自殺を考えている人の多くは誰に

そのことを話せばいいのかわからない。隠し立てせずに自殺について語り合うことは、自



殺関連行動の助長ではなく、その人に自殺以外の選択肢や決心を考え直す時間を与えるこ

とができる。結果として、自殺を防ぐことにつながる。 

 

〇 迷信：自殺について語る人は自殺するつもりはない。 

事実：自殺について語る人は、外側に向けて助けや支援を求めているのかもしれない。自

殺を考えているきわめて多くの人が、不安、うつ、絶望を感じており、自殺の他に選択肢

がないと考えている可能性がある。 

 

〇 迷信：自殺を考えている人は死ぬ決心をしている。 

事実：反対に、自殺を考えている人は「生きたい」気持ちと「死にたい」気持ちの間で揺

れ動いていることが多い。例えば、農薬を衝動的に飲んでしまい、生きたいと思っても数

日後に亡くなることがある。正しいタイミングで情緒的支援にアクセスすることができれ

ば、自殺を防ぐことができる。 

 

〇 迷信：自殺の多くは何の前兆も無しに突然起きる。 

事実：自殺のほとんどの事例で自殺前に、言葉か行動に周囲の人が気づくような兆候

（warning sign）を示していた。もちろん兆候無しに起きる自殺もある。しかし、周囲の人

が気づくような兆候とはどのようなものかを理解し、それに注意を払うことが大切である。 

 

〇 迷信：一度自殺を考えた人は、ずっと自殺したいと思い続ける。 

事実：自殺リスクが高まることは一時的なものであり、その時の状況に依存することが多

い。自殺念慮が繰り返し起きることはあるかもしれないが、長く継続するものではなく、

過去に自殺念慮や自殺未遂があった人でも、その後の人生を長く生きることができる。 

 

〇 迷信：精神疾患のある人だけが自殺を考える。 

事実：自殺関連行動は深い悲しみや不幸を示すものであるが、必ずしも精神疾患があるこ

とを示すものではない。精神疾患がある人の多くは自殺関連行動を示すことはなく、自ら

命を絶った人すべてに精神疾患があった訳ではない。 

 

〇 迷信：自殺関連行動は容易に説明することができる。 

事実：自殺は単一の要因または単一の出来事から生じた結果ではない。人を自殺へ追い込

む要因は多様かつ複雑であることが多く、単純化して報道すべきではない。自殺関連行動

を理解しようとする上では、保健、精神保健、ストレスを感じるような人生の出来事

（stressful life event）、社会的要因、文化的要因を考慮する必要がある。衝動性の存在も大

きな要因である。精神疾患はその人の生活上のストレス要因や人間関係の葛藤に対処する

能力に影響を与えることがあり、精神疾患のある人は自殺のリスクが高くなる傾向にある。

しかし、精神疾患だけで自殺を説明しようとするのは不十分である。ほとんどの場合、自

殺は試験の失敗や人間関係の破綻といった、特定の出来事が原因であるという誤解につな

がって行く。死因がまだ十分に解明されていない状況では、原因やきっかけについて時期

尚早な結論を出すのは適切ではない。 



 

〇 迷信：自殺は困難な問題を解決する適切な手段である。 

事実：自殺は問題対処の建設的または適切な手段でもなければ、深刻なうつ状態への対応

や苦しい生活状況に対処する唯一の方法でもない。自殺念慮の経験を持ちながら苦しい生

活状況に上手く対処できた人の報道記事は、現在自殺関連行動を考えている可能性のある

人へ、実行可能な他の選択肢の存在を示すことができる。また自殺は家族、友人、コミュ

ニティー全体に甚大な影響を与える。そうした人々は自分が見逃した兆候があったのでは

ないかと戸惑ったり、罪や怒りの感情を引き起こしたり、汚名を着せられた、あるいは社

会から見捨てられたと思ったりすることがある。このような複雑な力動を慎重に追及する

自殺報道は、悲しみに暮れる遺族を非難することなく、遺族へ適切な支援を提供するため

に必要なものを人々に伝えることができる。 

 

参考文献 

本橋 豊 監訳、「自殺対策を推進するためにメディア関係者に知ってもらいたい基礎知識 

2017年最新版 Preventing suicide: a resource for media professionals, update 2017」、2019、自殺総合

対策推進センター 発行 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりづらい状態になりますがご了承ください。 

 

◇ HP・携帯版HP をご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターの HP を開設しています。最新の北海道の状況を掲載してお

り、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、Andanteのバ

ックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

パソコンHP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

また、携帯電話で見ることができる携帯版 HP も開設しています。警察庁および北海道警察か

ら公表された統計資料をもとに、北海道における自殺の状況を掲載しています。こちらも併せ

てご覧ください。 

携帯HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

北海道はそろそろ春も終わり、夏へと移り変わってくる季節となっています。天気も良く、風

もほどよく、「縁側で昼寝をしたらどんなに気持ちよいだろう」と羨みながら職務に励んでお

ります。 

さて、最近の自殺に関するお話としては、女子プロレスラーの木村花氏の自殺が取り上げられ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm


ていました。彼女の自殺の理由の一つとして、出演中の番組の一場面を理由とした SNS 等へ

の誹謗中傷があるのではないかと言われています。ネットを介しているとはいえ、人と人との

やり取りです。画面の向こうの人が自分の言葉に対して、どのように考え、感じるか、十分に

配慮した対応を心がけたいと思います。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.132は、令和 2年 6 月末に配信予定です。 

 

 

                                                    ＊お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

